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業
沸
鴻
液
ヲ
以
－
ア
ノ
喰
蘭
作
用
－
一
ア

y
－7
A

一
程
度
7

J
ア
A

煮
沸
時
間
ノ
長
サ
ニ
従
ヅ
ア
喰
駒
子
数
増
大
ジ
タ

y
。
然
レ
ド
モ
一
程
度

ヲ
越
ユ

Y
時
A

・
次
第
－
一
減
少
ス

Y
ヲ
見
タ

y
。
而
シ
ア
最
大
喰
蘭
子
敷
ヲ
輿
ヘ
タ

Y

モ
ノ
A

三
＋
分
乃
至
六
十
分
煮
沸
繍
液
ナ
リ
ノ
キ
。

生
鴻
液
注
射
ノ
場
合
A

何
レ
ノ
煮
沸
鴻
液
ノ
一
不
シ
タ

Y

喰
蘭
子
教
ヨ

9
モ
小
数
－
一
シ
ア
劃
照
タ
u
y

肉
汁
ヲ
以
ア
ノ
夫
レ
ヲ
凌
駕
シ
タ

”h、
一一、、＿，

8 

7 

〆’ヘ

一一一、、ーノ
Y

ニ
過
ギ
ザ
η
J
キ。

生
滅
液
A

白
血
球
過
多
ヲ
起
ス
コ
ト
何
レ
ノ
煮
沸
漉
液
ヨ

y
モ
多
大
ナ

y
キ
。
只
ダ
六
十
分
煮
沸
綴
液
ニ
比
uv
－プ
A

梢
々
劣

y
タ

y
煮

（四）
沸
櫨
液
A

大
間
二
一
於
－
プ
掛
照
タ
M
Y

肉
汁
ト
其
ノ
敷
殆
ド
相
前
後
セ

y
。

各
注
射
材
料
ノ
示
ジ
タ

Y
喰
商
率
－
一
一
於
－
プ

第
阿
巻

F、
原

著
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猪

口

喰

商

卒

↑

｜

A

煮
沸
櫨
液
－
一
ア

p
－Y
A

三
十
分
煮
沸
櫨
液
マ
デ
A

究
第
－
一
上
昇
シ
六
十
分
煮
沸
捕
液
以

八
五
三

（
第
六
披

七
五
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八

五

凶

（
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披
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六

）

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、

．． 
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

後
漸
究
減
少
セ
リ
。
然
レ
ド
モ
何
レ
ノ
煮
沸
漉
液
ヲ
以
－
プ
ジ
タ
Y
場
合
モ
生
滅
液
－
一
－
Y
ノ
喰
前
宰
ヲ
凌
駕
し
V

生
滅
液
ノ
場
合
A

殆
ド
肉
汁
ト
大

、
、
、
、
、
、
、
．
、
、

差
ナ
キ
程
小
数
ヲ
一
不
セ
リ
ノ
。

上
記
ノ
如
ク
生
櫨
波
注
射
ノ
場
合
A

白
血
球
ノ
動
揺
λ

強
大
－
一
シ
－
ア
喰
商
作
用
ノ
結
果
A

煮
沸
憾
’液
ノ
何
レ
ノ
場
合
－
一
モ
及
バ
ザ

y
キ。

。
。
。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
。
。
。
。
、
、
、
、
。
。
。
。
、
、
、
、
。
、
、

。
。
。

。

、、

而
シ
ア
生
鴻
液
－
一
ア
A

喰
蘭
子
敷
ノ
最
大
敷
ア
示
シ
タ
Y

A

菌
液
注
射
後
四
時
間
目
ナ

y
ジ
ユ
煮
沸
鴻
液
ノ
場
合
川
一
乃
至
二
時
間
目
ニ
於

、
、
、
．
、
、
‘
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、

－
プ
最
大
数
－
一
連
ジ
郎
チ
煮
沸
減
液
注
射
ノ
場
合
A

生
協
液
－
一
比
シ
速
ニ
喰
燐
セ
ラ
Y

、
ノ
傾
向
ア
一
不
セ
リ
。

換
言
ス
レ
バ
生
協
液
二
骨
力
強
大
－
一
日
v
－
プ
毒
作
用
ノ
表
徴
タ
Y
白
血
球
過
多
ノ
ミ
著
明
ニ
現
A

レ
免
疫
元
ト
ジ
ア
ノ
主
作
用
A

蓬
カ
ェ
弱

小
ナ
U
Y

ヲ
認
メ
タ
η
ノ
。
各
煮
沸
漉
液
ノ
示
ジ
タ
Y
喰
商
牽
及
ピ
喰
菌
子
数
ト
煮
沸
時
間
ト
ノ
関
係
ヲ
槻
Y

ニ
喰
蘭
悲
て
一
ア
y
－プ
A

三
十
分
煮
沸

鴻
液
マ
デ
喰
菌
子
歎
－
一

ア
η
ノア
A

六
十
分
英
沸
鴻
液
7

J
ア
階
段
朕
一
二
増
大
ジ
ア
最
大
教
ヲ
示
ジ
ソ
レ
以
後
A

漸
究
減
少
ス

Y

ヲ
見
タ

y
。

此
ノ
現
象
タ
Y

ヤ
煮
、沸
－
一
ヨ
リ
ア
生
滅
液
中
－
一
存
在
ス

Y

「
イ
ム

ペ
ヂ
ン
」
作
用
ノ
滅
弱
ジ
行
ク
賓
読
一
一
ジ
ア
換
一
一
一口
ス
レ
バ
注
射
材
料
中
－
一

ア
リ
ア
喰
燐
作
用
－
一
割
ジ
ア
阻
止
的
ニ
働
ク
物
質
ガ
煮
沸
ス
U
Y

コ
ト
ュ
依
リ
ノ
ア
階
段
的
ヱ
漸
衣
－
一
破
却
セ
ラ
レ

タ
Y

ニ
拘
ラ
ズ
本
来
ノ
免
疫

元
性
能
働
力
A

依
然
保
持
セ

ラ
レ
居
Y

モ
ノ
こ
シ
ア
之
ガ
潟
メ
ニ
三
十
分
及
ピ
六
十
分
煮
沸
滅
液
－
一
至
Y

7

J

ア
A

喰
菌
率
及
ピ
喰
蘭
子
数
増

大
セ

Y
モ
ノ
ト
思
A

U

F

。然
レ
ド
モ

y
v
以
後
煮
沸
時
間
ノ
長
年
二
一
過
グ

Y
時
A

「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
作
用
A

銑
ニ
破
却
セ
ラ

ν
実
上
－
一
一
史
－
一
本
来

ノ
抗
原
性
物
質
モ
亦
タ
漸
次
－
一
破
却
セ
ラ
レ
行
ク
モ
ノ
ニ
シ
ア
之
ガ
鴬
メ
九
十
分
煮
沸
鴻
液
以
後
A

漸
・
究
喰
櫨
作
用
ノ
減
少
ア
見
タ
Y

モ
ノ

ト
理
解
ス
ペ
キ
ナ
リ
。
而
シ
ア
此
際
ト
雌
、
猶
ホ
且
ッ
生
滅
液
ノ
場
合
ヨ

y
毛
五
・
六
割
四
・
五
ノ
差
ヲ
以
－
プ
顛
蒋

－
一
大
ナ
Y
喰
燐
作
用
ヲ
ロ
主
セ

M

Y

A

以
－
プ
如
何
ニ
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
阻
止
作
用
ノ
大
ナ

y
ジ
カ
ヲ
察
ス
ペ
キ
ナ
リ
。

付
掛
川
馳
せ

斯
ク
ノ
如
ク
生
繍
液
中
二
A

喰
菌
作
用
ヲ
阻
止
ス

Y

一
一
樺
ノ
勢
力
ア

Y

コ
ト
A

上
記
ノ
貫
験
成
旗
及
バ
喰
菌
作
用
第
一
報
ニ
於
ア
遁
ペ
タ

y
所
見
ニ
ヨ
リ
明
白
ナ

Y
ト
コ
ロ
エ
シ
ア
是

ν
鳥
潟
数
授
ノ
一
九
一
七
年
来
唱
導
セ
ラ

y
d
「
ィ
ム

ペ
ヂ
ン
」
皐
説
－
一
一
依

yeプ
始
メ
ア
説
明
ジ

得
Y
事
質
ナ
リ
ノ
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論
者
或
A

日
A

Y

、
『
以
上
ノ
如
キ
現
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ヲ
説
明
ス

Y
鴬－一
A

必
ズ
ジ
モ
一
種
y
喰
燐
作
用
阻
止
的
物
質
ヲ
生
抗
原
液
中
－
一
般
定
ス

Y
ヲ
要
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ザ
Y
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7
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以
上
ノ
如
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現
象
ノ
後
起
ス

Y
誇
A

頗
Y
簡
車
－
一
ジ
ア
生
抗
原
－
一
－
プ
二
骨
力
強
烈
－
一
夫
ス
y
d
y

潟
－
一
白
血
球
A

中
毒
セ
ラ
レ
ア

十
分
ナ
Y
喰
燈
作
用
ヲ
管
ム
コ
ト
能
川
ズ
。
然
Y

－
一
五
分
、
十
分
、
二
十
分
、
三
十
分
：
：
：
ト
柔
沸
シ
行
ク
時
A

加
熱
ノ
結
果
ト
ジ
ア
毒
カ
ガ

漸
究
－
一
破
一
却
セ
ラ
レ
行
ク
ガ
故
－
一
喰
細
胞
ノ
中
毒
モ
亦
タ
漸
究
一
一
小
ト
ナ
夕
、
＋
ノ
－
プ
コ
ソ
喰
燐
作
用
ガ
漸
究
－
一
大
ト
ナ
リ
ノ
来
Y
モ
ノ
ナ

y
。
而

シ
ア
三
十
分
乃
至
六
十
分
煮
沸
－
一
ア
A

此
ノ
毒
作
用
ノ
減
弱
A

最
大
ノ
喰
燈
作
用
ヲ
替
佐
川
ス

Y

－
一
通
ス

Y
ガ
故
ニ
最
大
ノ
結
果
ヲ
示
シ
タ
廿
ノ
。

然
Y

一
一
裳
沸
時
間
ヲ
九
十
分
以
上
百
二
十
分
等
－
一
マ
デ
延
長
ス

Y
時
A

毒
作
用
、
ガ
非
常
－
一
減
弱
ジ
タ
Y
結
果
ト
シ
ア
再
ピ
漸
次
喰
燐
作
用
ノ

減
弱
ヲ
見
Y

－一至
7
タ
Y

モ
ノ
ナ
リ
ノ
。
此
ノ
如
ク
一
切
ノ
現
象
A

凡
ア
毒
作
用
ガ
熱
ユ
ヨ

9
7
漸
衣
破
却
セ
ラ
レ
行
ク
ガ
魚
ニ
シ
－
プ
決
シ
ア

「
イ
ム
ベ
ヂ
シ
」
ナ
Y
特
別
ノ
物
質
ノ
存
在
ヲ
般
定
ス
U
F

必
要
無
キ
モ
ノ
ナ

y
』
ト
。

以
上
ノ
如
キ
異
論
A

一
寸
理
由
ア
Y
ガ
如
ク
ナ
レ
ド
モ
其
ノ
然
一
プ
ザ
Y

コ
ト
A

既
－
一
接
表
セ
ヌ

ν
タ
Y
拙
文
『
第
一
報
生
業
雨
抗
原
喰
前
作

用
催
準
能
力
（
抗
原
性
能
働
力
）
ノ
差
別
』
－
一
於
ア
詳
記
シ
タ

y
。

本
報
告
－
一
於
ア
モ
亦
タ
第
一

O
表
－
一
示
サ
レ
タ
ペ
ρ
如
ク
血
中
出
現
白
血
球
総
数
－
一
一
於
ア
モ
或
A

中
性
多
核
白
血
球
総
数
－
一
於
－
プ
モ
生
鴻

液
、
五
分
、
十
分
、
二
十
分
、
三
十
分
、
：
：
：
等
煮
沸
滅
液
ノ
間
－
二
大
差
ア
Y

ヲ
見
出
＋
ノ
V

Y
ナ
リ
ノ
。
是
即
チ
毒
作
用
（
各
抗
原
液
加
蘭
液
）

ガ
略
ボ
同
一
ナ

p
シ
コ
ト
ヲ
読
ス

Y

モ
ノ
ナ

9
0
然
Y

－
一
モ
拘
－ブ
ズ
喰
菌
作
用
（
喰
菌
子
、
喰
菌
率
及
ピ
中
性
多
核
白
血
球
喰
繭
子
）
－
二
非
常

ノ
芸
ア

y
ア
生
源
液
ノ
作
用
A

肉
汁
ヲ
以
－
プ
ノ
場
合
ト
大
差
無
キ
コ
ト
明
白
ト
ナ
レ

7
0

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
‘
．
、
、

以
上
ノ
質
験
結
果
一
一
ヨ

y
－7
赤
痢
商
ノ
生
態
蘭
物
質
A

菅
ニ
赤
痢
菌
ノ
喰
焼
作
用
ヲ
阻
止
ス

Y
ノ
ミ
ニ
止
ラ
ズ
一
一
般
－
一
血
中
－
一
於
ケ
Y
凡

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ア
ノ
異
物
ノ
喰
盤
作
用
ヲ
モ
阻
害
ス

Y
ノ
性
ア

Y
モ
ノ
タ
Y

可
ト
ア
考
察
シ
得
ペ
シ
。
コ
A

貫
－
一
免
疫
皐
上
重
要
ナ
Y
新
知
見
－
一
属
ス

Y

モ
ノ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ナ
9
0
而
ジ
ア
コ
A

マ
タ
赤
痢
菌
ノ
場
合
－
一
ノ
ミ
限
ラ
レ
タ
Y

コ
ト
－
一
－
7

A

非
ザ
w
y

ナ

y
。
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痢
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日
間
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汁
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養
ヲ
陶
土
壁
ニ
ア
櫨
遁
シ
之
ア
生
漏
液
ト
矯
シ
、
生
癒
液
ヲ
夏
－
一
五
分
、
十
分
、
二
十
分
、
三
十
分
、
六

十
分
、
九
十
分
及
ピ
百
二
十
分
間
競
氏
百
度
－
一
ア
沸
騰
シ
ッ
、
ア
w
y

重
湯
煎
中
－
て
プ
加
熱
シ
、
喰
菌
作
用
胃
ノ
指
標
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シ
ア
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液
ノ
一
定
量
－
一
配
シ
ア
、
以
ア
血
中
喰
焼
作
用
ノ
大
小
ヲ
検
ジ
タ
Y

ニ
三
十
分
及
ピ
六
十
分
業
減
液
動
物
－
一
ア
A

最
大
－
一
ジ
ア
、
生
鴻
液
動

物
ラ
プ
A

肉
汁
勤
物
－
一
一
於
ケ
グ
’ト
大
差
無
ク
最
小
ナ
9
キ。

（
二
）
以
上
喰
燐
作
用
A

五
分
、
十
分
、
二
十
分
、
ト
煮
沸
時
間
ノ
延
長
ス

Y

ェ
従
ツ
ア
漸
次
大
ト
ナ
ソ
来
リ
ノ
三
十
分
煮
沸
－
一
至
η
ノ
ア
最
大
ト

ナ

y
、
六
十
分
煮
沸
－
一
－
プ
モ
此
ノ
最
大
－
一
近
似
シ
、
九
十
分
煮
沸
－
一
－
7
A
明
白
ニ
小
ト
ナ

7
－
プ
約
五
分
ト
十
分
煮
沸
ト
ノ
中
間
ノ
値
ヲ
示
シ

タ
y
。
此
ノ
百
二
十
分
煮
沸
－
一
ア
モ
生
鴻
液
ノ
場
合
ヨ

y
A
喰
焼
作
用
額
著
－
一
大
ナ
η
ノキ。

以
上
ノ
所
見
ニ
際
ジ
血
中
総
白
血
球
数
及
ピ
中
性
多
核
細
胞
敷
ノ
動
揺
－
一
A

凡
－
ア
ノ
煮
沸
時
間
ヲ
通
ジ
ア
大
差
ヲ
認
メ
ザ
9
キ。

赤
痢
本
型
菌
ヨ

y
得
タ
w
y

生
態
ノ
落
解
性
菌
物
質
ハ
三
十
分
乃
至
六
十
分
間
ノ
煮
沸－一－
7

最
大
ノ
喰
燈
作
用
ヲ
接
揮
ス
Y

ュ
至
Y

モ

ノ
ユ
シ
ア
生
漉
液
－
二
喰
燈
作
用
ヲ
阻
止
ス

Y
物
質
ア
Y

モ
ノ
ト
考
ヘ
ラ
Y
。

（
五
）
以
上
ノ
所
見
A

凡
ア
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
皐
設
－
二
致
ス

Y

モ
ノ
ニ
シ
－
プ
郎
チ
喰
菌
作
用
「
イ
ム

ペ
ヂ

ン
」
現
象
ヲ
赤
痢
商
－
一
関
シ
ア
立
読

シ
符
タ
U
Y

モ
ノ
ト
ス
。

（六）

，－、

一一一、』ノ
（四）

以
上
ノ
如
キ
現
象

A赤
痢
菌
ト
ヵ
、
七
日
間
ト
ヵ
、
肉
汁
培
養
ト
カ
、
或

A黄
色
葡
萄
朕
球
菌
ト
カ
ニ
限
一
ブ
レ
タ
Y
所
見
－
一

A
ア
ラ
ズ

シ
ア
何
蘭
ニ
ア
モ
何
培
養
－
一
ア
モ
（
一
）
其
ノ
生
態
ノ
菌
溶
解
性
物
質
中
二
A

血
中
自
然
喰
雨
作
用
ヲ
一
定
度
迄
阻
止
ス

Y
物
質
（
或
A

勢

力
）
ガ
合
有
セ
－
フ

ν
タ
Y

コ
ト
、
（
ニ
）
此
ノ
勢
力

A
百
度
ノ
加
熱
（
或

A
y
v
以
下
ノ
高
熱
）
－
一
ア
漸
衣
破
却
セ
ラ
Y

、
毛
ノ

タ
Y

コ
ト
、
（一ニ）

此
際
抗
原
（
見
疫
元
性
）
物
質
A

併
シ
ナ
ガ
ラ
左
様
－
一
容
易
－
一
A

破
壊
セ
ラ
レ
ザ
Y
モ
ノ
b
y
y

コ
ト
等
ノ
一
般
的
細
菌
率
的
原
則
－
一
師
納
セ

ラ
Y
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス
。
是
重
要
ナ
Y
新
知
見
ナ

y
。
以
－
プ
「
イ
ム
ベ
ヂ
シ
」
現
象
f

盆
々
重
要
ナ
Y
所
以
ヲ
知
Y
ペ
キ
ナ

y
。

（
七
）
喰
蘭
作
用
ヲ
催
準
シ
得
Y
能
力
ノ
大
小
如
何
ヲ
以
ア
細
蘭
性
物
質
ノ
抗
原
性
（
免
疫
元
性
）
能
働
力
ノ
大
小
ヲ
判
定
ス

Y

一
ツ
ノ
指
標

ト
鴻
シ
得
可
シ
。
郎
チ
或
Y
細
繭
性
物
質
－
一
就
－
プ
ソ
レ
ガ
血
中
自
然
喰
嬉
作
用
ヲ
惹
起
ス

Y

能
力
大
ナ
レ
バ
大
ナ
Y
程
其
ノ
物
質
A

抗
原

（
兎
疫
一
万
）
ト
ジ
ア
ノ
能
働
力
大
ナ
Y

モ
ノ
ト
理
解
ジ
得
可
ジ
。
而
ジ
ア
此
ノ
逆
毛
亦
タ
異
ナ
w
y

モ
ノ
ト
ス
。
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